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3 　 静 脈 灌 流 障 害 を 呈 す る 頸 髄 動 静 脈 奇 形 に お け

る 　 A p p a r e n t  d i f f u s i o n  c o e f f i c i e n t  ( A D C )

値測定の有用性について

井 上 智 夫 ・ 高 橋 敏 行 ・ 清 水 宏 明

冨 永 悌 二

東北大学大学院神経外科学分野

広南病院脳神経外科*

【目的】 頭蓋内疾患 お い て広く使用 され て い る

diff u si o n - w ei gh t e d M RI
∫
( D W I) の 脊髄疾患 へ の

応用は未だ少ない . 今回我々 は非出血発症 の 脊髄

動静脈奇形の 患者におい て D W I を施行 し, a p p a r-

e n t diff u si o n c o e fn ci e n t ( A D C) 値を測定 し評価

検討した の で報告する .

【方法】 D W I は1in e s c a n に て撮像し, 関心領域

は小脳 , 延髄, 上位頚髄, 中位頚髄と し
,

A D C を

測定 した
. 患者 3 人 にお ける手術前後の c o n v e n -

ti o n al M RI および A D C 値の 変化を比較検討した .

また 6 人の 健常人を c o n t r ol と した .

【結果】 脊髄動静脈奇形の 患者3 症例で は , 術前

M RI に て脊髄周囲の fl o w v oid と伴に頚髄 の 腫大

及び髄内T 2 強調画像高信号域を認め , う っ 血性

脊髄症 の 典型像と考えられた . また , 頚髄は D W I

にて等信号で ある もの の
,

正常人 と比べ A D C 値

が約 15 - 20 % 上昇して い た . 3 症例は全て観血

的ある い は血管内治療施行 し
, 動静脈 シ ャ ン ト は

消失した . 術後臨床所見は徐々 に改善し
, 頚髄髄

内 T 2 強調画像高信号域縮小と伴に A D C 値の低

下 を認 め た .

【結論】 頚髄病変部 の A D C 値の変化は可逆性の

v a z o g e ni c e d e m a を捉えて い た可能性が考 えられ

た
. 今後の 課 題 と して 不可 逆的 う っ 血病変 と

A D C 値と の 関連性の 検討も必要と考えられた .

4 　 C r o u z o n 病 に 類 似 し た 2 症 例
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【目的】 C r o u z o n 病 に類似 して い た が, F G F R 検

索の 結果,
B e a r e - St e v e n s o n c u ti s g y r at a s y n -

d r o m e
,

aty pi c al C r o u z o n と 考えられた 2 例を報

告する .

〔症例 1〕 出生時, 両眼開離, 眼球突出, 呼吸障

害, 勝 ヘ ル ニ ア , 前額部 に赤色母斑様の 皮膚異常

を認 め た . 合指症 は なか っ た . 4 ケ 月時に fr o n t o -

o r bit al a d v a n c e m e n t
,

8 ケ 月時に脳室腹腔短絡術

を行 っ た . 1 歳 8 ケ 月 時に顔面 骨延長術 を行 っ

た . F G F R 検索で は, F G F R 2 e x o n lO に T y r37 5 C y s

の 変異を認め た . 頭 蓋縫合早期癒合,
c u ti s g y r a -

t a 様 の 皮膚所見 およ び F G F R 所見 か ら B e a r e -

st e v e n s o n c u ti s g y r at a sy n d r o m e と診断 した .

〔症例 2〕 出生時, 眼球突出, 開眼不全, 呼吸障

害を認 め た . 3 D - C T に て頭蓋骨縫合早期癒合を

認 め た . 3 ケ 月 時と 1 0 ケ月時に f r o n t o - o rbit al

a d v a n c e m e n t 施行,
6 ケ 月時に脳室腹腔短絡術を

行 っ た . F G F R 検索 で は
,

F G F R 2 e x o n 9 に

s e r 375 C y s の 変異を認 め た . 頭蓋骨縫合早期癒合,

両肘 関節拘縮 お よび F G F R 所見 か ら a t y p i c al

c r o u z o n と診断した .

【結語】頭蓋骨縫合早期癒合症の なかに は, p h e -

n ot y p e で は分類で きな い 症例があり,
F G F R など

g e n o ty pe 解析を含め た検討が必要で ある ･

5 　 乳 児 頚 髄 脂 肪 腫 の 1 例
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乳児延髄 - 頚髄脂肪腫の 1 例を経験 した の で報

告する .

症例は 3 ケ月男児. 母体妊娠中, 出産時 ( 正常

分娩) に特記す べ き事な し. 生直後より両手 の 自

発運動 が少ない こ と に気付かれて い たが経過観察

されて い た . その 後, 徐々 に四肢麻痔と なり, 3 ケ

月時に急速に呼吸瞬下障害が出現 した ため他院受

診入院. 呼吸停止 となり人工呼吸器管理 とな っ た .

同医に て脊髄 M R I を施 行 した と こ ろ頚髄脂肪腫

と診断され当科紹介受診. 当科受診時,
意識 は清

明で 自発呼吸 な し. 四肢麻痔 ( M M T 上肢 0/ 5 ,

下肢 1/ 5) を認め た . 頚部 M RI で は延髄下部背側


